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カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
教
会
法
秩
序
と
　
　
　
　
ル
タ
ー
の
聖
書
観
の
対
比
的
考
察
高
井
保
雄
一　
序
ル
タ
ー
の
聖
書
観
を
探
求
す
る
場
合
、
宗
教
改
革
後
五
百
年
の
時
を
経
た
現
代
の
視
点
か
ら
、
ル
タ
ー
及
び
ル
タ
ー
派
の
聖
書
観
及
び
聖
書
解
釈
の
特
質
の
考
察
を
、
例
え
ば
今
日
で
は
す
で
に
自
明
の
前
提
と
も
な
っ
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
諸
教
派
の
そ
れ
ぞ
れ
の
聖
書
理
解
の
立
場
を
含
め
、
方
法
的
に
は
歴
史
的
、
文
献
学
的
な
立
場
か
ら
比
較
考
察
す
る
事
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
ル
タ
ー
を
今
一
度
、
現
代
人
に
は
理
解
困
難
な
こ
と
が
多
々
あ
る
の
だ
が
、
彼
が
生
き
て
い
た
当
時
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
教
会
法
秩
序
の
中
に
位
置
づ
け
直
し
、
ル
タ
ー
が
従
っ
て
い
た
当
時
の
教
会
法
の
下
の
規
範
的
教
説
、
即
ち
、
中
世
を
貫
き
今
日
に
ま
で
至
る
カ
ト
68
リ
ッ
ク
教
会
の
聖
書
観
及
び
聖
書
理
解
を
培
っ
て
来
た
教
会
の
秩
序
規
範
た
る
教
会
法
（
聖
書
、
公
会
議
令
、
教
皇
令
、
伝
承
、
慣
習
等
）
の
規
範
体
制
を
コ
ン
テ
キ
ス
ト
と
し
て
捉
え
、
ル
タ
ー
が
ど
の
よ
う
に
、
当
時
の
教
会
法
規
範
に
基
づ
く
聖
書
解
釈
の
方
法
的
限
定
の
中
で
、
救
済
を
求
め
て
格
闘
し
、
つ
い
に
独
自
の
聖
書
の
理
解
方
法
を
見
出
し
、
彼
独
自
の
聖
書
観
、
及
び
救
済
論
を
確
立
し
て
い
っ
た
の
か
を
探
求
す
る
こ
と
も
、
意
義
あ
る
こ
と
と
考
え
る
。
具
体
的
に
は
ル
タ
ー
の
修
道
院
時
代
に
お
け
る
当
時
の
公
会
議
令
に
お
け
る
規
範
的
教
説
に
も
う
一
度
焦
点
を
当
て
る
こ
と
を
通
し
て
、
彼
の
聖
書
観
と
そ
の
形
成
に
つ
い
て
の
新
た
な
意
義
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
本
論
の
も
く
ろ
み
で
あ
る
。二　
ル
タ
ー
の
時
代
お
よ
び
現
代
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
「
教
会
法
」
体
制
秩
序
現
代
人
で
あ
る
我
々
は
、「
政
教
分
離
」
や
「
信
仰
の
自
由
」
と
い
っ
た
近
代
国
家
の
法
理
念
を
当
然
の
事
柄
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ル
タ
ー
の
生
ま
れ
た
時
代
と
場
所
は
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
正
に
西
欧
中
世
の
秋
と
も
言
う
べ
き
時
代
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
教
皇
を
頂
点
と
す
る
教
会
と
皇
帝
を
頂
点
と
す
る
世
俗
国
家
が
各
々
固
有
の
法
に
よ
る
支
配
体
制
を
持
ち
な
が
ら
も
互
い
に
共
存
し
、
宗
教
的
文
化
的
に
は
一
つ
の
「
キ
リ
ス
ト
の
か
ら
だ
」
を
形
成
し
て
い
る
世
界
だ
っ
た
。
西
洋
史
に
お
い
て
中
世
の
時
代
区
分
は
一
般
的
に
五
世
紀
の
西
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡
か
ら
、
一
四
︱
一
六
世
紀
の
ル
ネ
サ
ン
ス
・
宗
教
改
革
ま
で
の
時
期
を
指
す
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
中
世
は
お
よ
そ
千
年
間
続
い
た
の
で
あ
る
。
中
世
は
、
ま
た
封
建
時
代
と
も
呼
ば
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れ
る
。
封
建
制
社
会
と
は
封
建
的
君
臣
関
係
に
基
づ
い
て
土
地
保
有
と
人
格
関
係
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
社
会
体
制
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
土
地
は
君
侯
か
ら
知
行
（
封
）
の
形
で
家
臣
に
授
け
ら
れ
る
が
、
家
臣
は
主
君
に
忠
誠
を
誓
う
こ
と
に
よ
り
、
主
君
に
対
し
て
特
定
の
奉
仕
義
務
を
負
う
と
い
う
権
利
義
務
関
係
が
成
立
す
る
。
こ
の
封
建
的
身
分
関
係
に
よ
っ
て
社
会
的
に
は
荘
園
制
度
あ
る
い
は
領
主
制
（
土
地
所
有
者
た
る
領
主
が
不
自
由
身
分
の
農
民
に
対
し
て
、
行
政
・
司
法
・
財
政
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
の
権
利
を
行
使
す
る
体
制
）
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
西
欧
の
中
世
は
、
宗
教
的
に
は
キ
リ
ス
ト
教
世
界
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
教
皇
が
皇
帝
に
対
し
て
優
位
で
あ
っ
た
の
で
「
教
皇
皇
帝
主
義
」
と
呼
ば
れ
た
が
、
こ
の
両
者
は
互
い
に
補
完
し
合
う
形
で
西
欧
中
世
世
界
に
お
け
る
宗
教
的
・
政
治
的
支
配
構
造
た
る
封
建
制
度
を
形
成
し
て
い
た
。
そ
こ
で
は
教
皇
も
ま
た
、
世
俗
の
君
侯
と
同
じ
く
自
ら
の
領
地
で
あ
る
教
皇
領
を
有
し
て
お
り
、
教
皇
の
配
下
の
階
層
で
あ
る
修
道
院
長
や
大
司
教
、
司
教
な
ど
も
同
様
で
、
彼
ら
は
皆
そ
れ
ぞ
れ
の
領
地
を
有
す
る
世
俗
領
主
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
、
現
代
の
教
会
構
造
と
異
な
っ
て
、
い
さ
さ
か
特
異
な
意
味
を
持
つ
。
な
ぜ
な
ら
広
範
な
自
律
性
を
も
つ
領
主
が
隷
属
民
に
対
し
て
大
き
な
権
力
を
ふ
る
う
こ
と
は
、
中
世
に
お
け
る
封
鎖
的
、
農
業
的
な
経
済
の
も
と
で
栄
え
た
西
欧
封
建
制
の
一
大
特
徴
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
い
う
中
世
世
界
に
お
い
て
、
教
会
は
教
皇
︱
大
司
教
（
修
道
院
長
）
︱
司
教
︱
司
祭
と
い
う
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
形
成
し
、
他
方
、
世
俗
社
会
で
は
国
王
︱
諸
侯
︱
騎
士
︱
と
い
う
階
級
構
造
が
歴
然
と
し
て
存
在
す
る
身
分
社
会
だ
っ
た
。
そ
の
ど
ち
ら
の
階
層
に
あ
っ
て
も
上
級
の
階
層
に
属
す
る
者
は
領
地
を
所
有
す
る
領
主
と
し
て
存
在
し
た
が
、
い
ず
れ
の
領
地
に
お
い
て
も
農
民
は
最
下
層
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た（１）。
要
す
る
に
、
中
世
に
あ
っ
て
は
世
俗
世
界
を
支
配
す
る
皇
帝
（
王
）
権
と
精
神
世
界
を
支
配
す
る
教
会
の
教
皇
権
が
併
存
し
て
い
70
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
世
俗
国
家
に
お
い
て
は
国
家
法
・
慣
習
法
が
、
教
会
に
あ
っ
て
は
、
教
会
法
（
公
会
議
令
、
教
皇
令
、
伝
承
、
慣
習
）
規
範
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
封
建
的
身
分
社
会
を
支
配
、
維
持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ル
タ
ー
が
当
時
の
教
会
の
聖
書
に
つ
い
て
の
教
説
に
対
し
て
、
自
ら
の
聖
書
観
、
あ
る
い
は
、
固
有
の
聖
書
解
釈
方
法
論
を
確
立
し
た
と
す
る
な
ら
、
我
々
は
、
ま
ず
、
そ
の
考
察
の
対
象
と
し
て
、
ル
タ
ー
の
教
会
に
お
け
る
修
道
生
活
を
律
し
て
い
た
当
時
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
法
体
系
に
目
を
向
け
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
具
体
的
に
は
、
五
世
紀
を
隔
て
た
ト
リ
エ
ン
ト
公
会
議
（
一
五
四
五
年
︱
一
五
六
三
年
）
と
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
（
一
九
六
二
年
︱
一
九
六
五
年
）
の
二
つ
の
公
会
議
令
の
条
項
を
取
り
上
げ
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。
以
下
、
各
公
会
議
令
の
該
当
項
目
の
文
言
を
提
示
し
、
次
に
そ
の
解
釈
を
述
べ
る
と
い
う
順
序
で
取
り
上
げ
て
見
て
行
き
た
い
。
１　
教
会
に
お
け
る
教
皇
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
に
お
い
て
生
れ
た
「
教
会
憲
章（２）」
第
三
三
七
項
に
は
以
下
の
よ
う
な
規
定
が
記
さ
れ
て
い
る
。
【
司
教
団
と
そ
の
頭かしら】
三
三
七　
ロ
ー
マ
教
皇
は
、
そ
の
任
務
、
す
な
わ
ち
キ
リ
ス
ト
の
代
理
者
な
ら
び
に
全
教
会
の
牧
者
と
し
て
の
任
務
に
よ
っ
て
、
教
会
の
上
に
完
全
・
最
高
・
普
遍
の
権
能
を
も
ち
、
そ
れ
を
つ
ね
に
自
由
に
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
中
略
）
主
は
、
シ
モ
ン
一
人
を
全
教
会
の
岩
、
教
会
の
鍵
を
も
つ
も
の
と
し
（
マ
タ
イ
一
六
18
︱
19
参
照
）、
彼
を
自
分
の
群
れ
全
体
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の
牧
者
に
任
命
し
た
の
で
あ
る
（
ヨ
ハ
ネ
二
一
15
以
下
参
照
）。（
以
下
略
）
（
注
釈
）
教
皇
制
の
外
側
に
い
る
人
間
に
と
っ
て
は
、
教
皇
制
が
如
何
な
る
も
の
か
は
、
な
か
な
か
理
解
し
難
い
の
だ
が
、
こ
こ
に
は
教
皇
制
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
が
、
概
観
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
①
ロ
ー
マ
教
皇
は
地
上
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
の
代
理
者
で
あ
る
。
②
教
皇
が
キ
リ
ス
ト
の
第
一
の
使
徒
ペ
ト
ロ
の
正
統
の
後
継
者
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
よ
り
託
さ
れ
た
天
国
の
鍵
を
預
か
る
（
マ
タ
イ
一
六
18
︱
19
）。
③
キ
リ
ス
ト
は
律
法
の
完
成
者
（
マ
タ
イ
五
17
）、
か
つ
究
極
の
審
判
者
（
バ
チ
カ
ン
の
シ
ス
テ
ィ
ナ
礼
拝
堂
の
正
面
壁
画
の
審
判
者
キ
リ
ス
ト
の
姿
は
象
徴
的
）
で
あ
る
。
そ
の
権
威
に
基
づ
き
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
「
教
会
法
」
を
定
め
、
神
の
国
及
び
こ
の
世
の
秩
序
を
保
持
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
教
皇
制
に
つ
い
て
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
立
場
は
、
二
一
世
紀
の
今
日
も
、
な
お
ル
タ
ー
当
時
と
変
わ
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
二
〇
世
紀
に
成
立
し
た
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
の
憲
章
は
示
し
て
い
る
。
２　
教
皇
の
不
可
謬
性
に
つ
い
て
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
に
お
け
る
「
教
会
憲
章
」
第
三
四
六
項
に
は
以
下
の
よ
う
な
規
定
が
記
さ
れ
て
い
る
。
【
教
え
る
任
務
（
教
皇
の
不
可
謬
性
）】
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三
四
六　
司
教
団
の
頭
で
あ
る
ロ
ー
マ
教
皇
は
、（
中
略
）
す
べ
て
の
キ
リ
ス
ト
信
者
の
最
高
の
牧
者
お
よ
び
教
師
と
し
て
、
信
仰
と
道
徳
に
関
す
る
教
理
を
決
定
的
に
宣
言
す
る
と
き
、
そ
の
任
務
上
こ
の
不
可
謬
性
を
帯
び
る
。
し
た
が
っ
て
教
皇
の
決
定
は
、
教
会
の
同
意
が
得
ら
れ
た
か
ら
で
は
な
く
、
そ
れ
自
体
に
よ
り
、
ま
さ
し
く
、
改
変
さ
れ
え
な
い
も
の
と
い
わ
れ
る
。
実
際
、
そ
れ
ら
の
決
定
は
、
聖
ペ
ト
ロ
自
身
に
お
い
て
教
皇
に
約
束
さ
れ
た
聖
霊
の
助
け
の
も
と
に
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
他
の
人
々
に
よ
る
承
認
を
ま
っ
た
く
必
要
と
せ
ず
、
ま
た
他
の
審
判
を
求
め
る
い
か
な
る
上
告
も
許
さ
れ
な
い
。
そ
の
と
き
ロ
ー
マ
教
皇
は
、
一
私
人
と
し
て
教
え
を
宣
言
す
る
の
で
は
な
く
、
普
遍
教
会
の
最
高
の
教
師
と
し
て
、
教
会
自
身
の
不
可
謬
性
の
霊
の
た
ま
も
の
を
、
単
独
で
、
自
分
の
う
ち
に
も
つ
者
と
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
の
教
理
を
説
き
、
あ
る
い
は
擁
護
す
る
の
で
あ
る
。
（
注
釈
）
い
わ
ゆ
る
「
教
皇
無
謬
性
」
に
つ
い
て
も
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
は
理
解
が
困
難
な
事
柄
で
は
あ
る
が
、「
ロ
ー
マ
教
皇
は
そ
の
任
務
上
こ
の
不
可
謬
性
を
帯
び
る
」
と
は
、
科
学
的
な
意
味
で
「
教
皇
無
謬
」
を
主
張
す
る
の
で
は
な
く
、
教
皇
の
「
任
務
」、
即
ち
「
キ
リ
ス
ト
の
代
理
」
で
あ
る
と
い
う
教
会
法
上
の
地
位
と
任
務
が
法
理
上
の
意
味
で
最
高
上
位
に
あ
る
こ
と
を
示
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
教
皇
の
不
可
謬
性
と
は
、
科
学
的
真
理
の
概
念
で
は
な
く
、
宗
教
裁
判
に
お
け
る
最
高
の
法
規
範
的
根
拠
と
し
て
の
「
不
可
謬
」
性
、
宗
教
的
「
真
理
性
」
で
あ
る
。
従
っ
て
、
教
皇
の
不
可
謬
性
を
改
め
る
こ
と
は
、
同
等
の
権
利
者
た
る
別
の
教
皇
に
は
不
可
能
な
こ
と
で
は
な
い
（
教
皇
は
過
去
の
教
会
の
判
断
を
訂
正
し
う
る
）、
と
思
わ
れ
る
。
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３　
修
道
者
と
聖
職
位
階
に
つ
い
て
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
に
お
け
る
「
教
会
憲
章
」
第
四
〇
八
︱
四
一
〇
項
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
【
修
道
者
に
対
す
る
聖
職
位
階
の
権
威
】
四
〇
八　
（
中
略
）
神
と
隣
人
に
対
す
る
完
全
な
愛
を
独
自
に
促
進
す
る
福
音
的
勧
告
の
実
践
を
、
法
規
を
も
っ
て
賢
明
に
調
整
す
る
こ
と
は
、
教
会
の
聖
職
位
階
の
務
め
で
あ
る
。
四
〇
九　
ロ
ー
マ
教
皇
は
、
普
遍
教
会
に
対
す
る
そ
の
首
位
権
に
基
づ
き
、（
中
略
）
修
道
会
員
自
身
は
、
教
会
に
対
す
る
務
め
を
そ
の
特
殊
な
生
活
様
式
に
従
っ
て
果
た
し
、
部
分
教
会
に
お
け
る
司
教
の
司
牧
権
の
た
め
、
ま
た
使
徒
的
活
動
に
お
い
て
必
要
な
一
致
和
合
の
た
め
に
、
教
会
法
に
従
っ
て
司
教
を
尊
敬
し
、
こ
れ
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
四
一
〇　
教
会
は
、
修
道
誓
願
に
、（
中
略
）
法
的
認
可
に
よ
っ
て
教
会
法
上
の
身
分
と
し
て
の
栄
誉
を
与
え
る
。
（
注
釈
）
ル
タ
ー
が
、
エ
ル
フ
ル
ト
の
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
派
隠
修
修
道
院
に
お
い
て
、
上
記
の
四
〇
八
︱
四
一
〇
の
教
会
法
の
条
項
を
極
め
て
忠
実
に
実
践
し
、
そ
の
結
果
、
司
祭
に
叙
階
さ
れ
た
た
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
か
ら
も
十
分
に
伺
え
る
の
で
あ
る
。
後
に
ル
タ
ー
は
一
五
二
〇
年
一
二
月
に
教
皇
の
破
門
威
嚇
の
大
教
書
を
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
の
衆
人
の
面
前
で
焼
く
の
だ
が
、
そ
の
時
、
同
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時
に
教
会
法
典
も
焼
い
た
。
こ
こ
に
お
い
て
も
、
当
時
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
教
会
法
秩
序
体
制
が
、
ル
タ
ー
を
含
め
て
修
道
士
達
に
と
っ
て
大
き
な
生
活
の
枠
組
み
と
な
っ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
が
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
。（
ち
な
み
に
翌
一
五
二
一
年
、
ル
タ
ー
は
ヴ
ォ
ル
ム
ス
の
国
会
で
異
端
宣
告
を
受
け
た
。）
三　
ル
タ
ー
の
神
学
的
思
惟
の
軌
跡
ル
タ
ー
は
、
上
記
の
よ
う
な
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
と
そ
の
教
会
法
体
制
の
下
に
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
会
修
道
士
と
な
り
、
修
道
会
規
則
の
定
め
に
よ
り
毎
日
七
度
、
主
と
し
て
詩
篇
か
ら
構
成
さ
れ
た
時
祷
（
朝
課
、
一
時
課
、
三
時
課
、
六
時
課
、
九
時
課
、
晩
課
、
終
課
）
を
唱
え
、
メ
デ
ィ
タ
チ
オ
（
聖
書
を
読
み
、
黙
想
し
、
声
に
出
し
て
唱
え
、
絶
え
ず
反
復
す
る
）
の
生
活
に
没
頭
し
た
。
こ
の
よ
う
な
修
道
院
生
活
を
誰
よ
り
も
熱
心
に
八
年
間
続
け
た
ル
タ
ー
は
詩
篇
を
殆
ど
全
部
諳
ん
じ
る
ほ
ど
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
時
代
の
ル
タ
ー
は
、「
私
は
如
何
に
し
て
恵
み
の
神
を
獲
得
出
来
る
か
」
と
い
う
救
済
へ
の
熱
望
に
動
か
さ
れ
て
い
た
が
、
具
体
的
に
は
当
時
の
教
会
の
教
え
る
「
法
廷
的
な
神
の
義
」
の
解
明
に
集
中
し
て
い
た
。
そ
の
「
神
の
義
」
と
は
「
神
の
正
義
」
で
あ
り
、
神
は
各
人
の
行
い
に
応
じ
て
報
い
る
こ
と
、
即
ち
罪
を
犯
し
た
者
に
は
裁
き
が
、
善
き
わ
ざ
を
行
う
者
に
は
恵
み
が
報
わ
れ
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
「
神
の
義
」
の
法
定
論
的
理
解
の
下
で
、
ル
タ
ー
は
教
会
の
定
め
る
「
告
解
」
の
わ
ざ
を
通
し
て
「
罪
の
赦
し
」
の
獲
得
に
い
そ
し
む
が
、
畢
竟
、
自
身
が
「
罪
を
犯
さ
ず
に
は
い
な
い
罪
人
で
あ
る
」
と
の
認
識
か
ら
、
そ
の
よ
う
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な
罪
人
に
罰
を
も
っ
て
報
い
る
し
か
な
い
神
を
憎
む
に
至
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
ル
タ
ー
の
懊
悩
と
苦
闘
を
見
て
、
上
司
で
あ
る
シ
ュ
タ
ウ
ピ
ッ
ツ
は
、
ル
タ
ー
に
自
己
の
後
継
者
と
し
て
聖
書
を
講
じ
る
よ
う
に
命
じ
た
。
ル
タ
ー
が
こ
れ
に
逆
ら
う
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
彼
は
聖
書
学
博
士
と
な
り
、
聖
書
講
義
の
は
じ
め
と
し
て
長
年
親
し
ん
で
き
た
詩
篇
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。
四　
当
時
の
教
会
の
聖
書
、
及
び
聖
書
解
釈
に
つ
い
て
の
公
的
立
場
１　
聖
書
と
使
徒
の
伝
承
に
つ
い
て
ト
リ
エ
ン
ト
公
会
議
（
一
五
四
五
年
︱
一
五
六
三
年
）
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
公
会
議
令（３）に
次
の
条
項
（
数
字
は
『
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
文
書
資
料
集
』
の
資
料
番
号
、
以
下
同
）
が
あ
る
。
一
五
〇
一　
福
音
は
（
中
略
）
す
べ
て
の
救
い
の
真
理
と
道
徳
律
の
源
泉
と
し
て
「
す
べ
て
の
被
造
物
に
」（
マ
タ
イ
二
八
19
以
下
、
マ
ル
コ
一
六
15
）
伝
え
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
真
理
と
規
律
は
書
か
れ
た
書
物
と
、
書
か
れ
て
い
な
い
伝
承
と
に
含
ま
れ
て
い
る
。
伝
承
は
使
徒
た
ち
が
キ
リ
ス
ト
自
身
の
口
か
ら
受
継
ぎ
、
ま
た
は
聖
霊
の
霊
感
に
よ
っ
て
、
手
か
ら
手
へ
渡
す
よ
う
に
し
て
、
使
徒
た
ち
か
ら
わ
れ
わ
れ
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
正
統
派
の
教
父
た
ち
の
模
範
に
従
っ
て
、
旧
約
と
新
約
の
す
べ
て
の
書
物
を
受
入
れ
、
尊
敬
す
る
。
そ
れ
は
唯
一
の
神
が
両
76
聖
書
の
著
者
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
口
授
さ
れ
、
聖
霊
が
書
き
取
ら
せ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
中
に
受
継
が
れ
、
保
存
さ
れ
て
い
る
信
仰
と
道
徳
に
関
す
る
伝
承
を
、
同
じ
敬
虔
の
情
と
尊
敬
の
心
を
も
っ
て
受
入
れ
、
尊
ぶ
も
の
で
あ
る
。
誰
一
人
と
し
て
疑
う
者
の
な
い
よ
う
に
、
こ
の
公
会
議
が
認
め
た
聖
書
の
目
録
を
こ
の
教
令
の
中
に
書
き
記
す
も
の
で
あ
る
。
聖
書
の
目
録
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
一
五
〇
二　
旧
約
聖
書
で
は
、創
世
記
、出
エ
ジ
プ
ト
記
、レ
ヴ
ィ
記
、民
数
記
略
、申
命
記
を
含
む
モ
ー
セ
五
書
、ヨ
ズ
エ
、土
師
、
ル
ト
、
列
王
１
、
２
（
サ
ム
エ
ル
前
後
）、
列
王
３
、
４
、
歴
代
史
略
上
、
下
（
年
代
記
前
後
）、
エ
ス
ド
ラ
、
ネ
へ
ミ
ヤ
、
ト
ビ
ヤ
、
ユ
ジ
ッ
ト
、
エ
ス
テ
ル
、
ヨ
ブ
、
ダ
ビ
デ
の
一
五
〇
詩
編
、
箴
言
書
、
コ
へ
レ
ッ
ト
の
書
、
雅
歌
、
智
書
集
会
書
、
イ
ザ
ヤ
、
エ
レ
ミ
ヤ
（
哀
歌
を
含
む
）、
バ
ル
ク
、
エ
ゼ
キ
エ
ル
、
ダ
ニ
エ
ル
、
ホ
ゼ
ア
、
ヨ
エ
ル
、
ア
モ
ス
、
ア
ブ
デ
ィ
ア
、
ヨ
ナ
、
ミ
ケ
ア
、
ナ
ホ
ム
、
ハ
バ
ク
ク
、
ソ
フ
ォ
ニ
ア
、
ハ
ガ
イ
、
ザ
カ
リ
ア
、
マ
ラ
キ
ア
、
マ
カ
バ
イ
前
、
後
で
あ
る
。
一
五
〇
三　
新
約
聖
書
で
は
、
マ
タ
イ
、
マ
ル
コ
、
ル
カ
、
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
四
つ
の
福
音
書
と
福
音
記
者
ル
カ
に
よ
る
使
徒
行
録
、
使
徒
バ
ウ
ロ
の
一
四
の
書
簡
（
ロ
ー
マ
、
１
、
２
コ
リ
ソ
ト
、
ガ
ラ
チ
ア
、
エ
フ
ェ
ソ
、
フ
ィ
リ
ッ
ビ
、
コ
ロ
サ
イ
、
１
、
２
テ
サ
ロ
ニ
ケ
、
１
、
２
チ
モ
テ
、
チ
ト
、
フ
ィ
レ
モ
ン
、
ヘ
ブ
ラ
イ
）、
使
徒
ペ
ト
ロ
の
二
書
簡
、
使
徒
ヨ
ハ
ネ
の
三
書
簡
、
使
徒
ヤ
コ
ボ
の
書
簡
、
使
徒
ユ
ダ
の
書
簡
、
使
徒
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
で
あ
る
。
一
五
〇
四　
以
上
の
書
物
を
聖
な
る
正
典
と
し
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
お
い
て
普
通
に
読
ま
れ
て
い
る
ラ
テ
ン
訳
、
ブ
ル
ガ
タ
版
に
従
っ
て
、
全
部
を
残
ら
ず
受
入
れ
な
か
っ
た
り
、
知
り
な
が
ら
故
意
に
上
に
説
明
し
た
伝
承
を
軽
視
し
た
り
す
る
者
は
排
斥
さ
れ
る
。
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（
注
釈
）
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、
見
え
る
文
字
で
書
か
れ
た
聖
書
と
目
に
見
え
な
い
聖
霊
に
よ
っ
て
伝
授
さ
れ
る
伝
承
を
尊
ぶ
。
そ
し
て
、
「
聖
書
」
の
正
典
を
列
挙
す
る
。
そ
れ
を
見
る
と
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
そ
れ
と
は
、
新
約
聖
書
の
内
容
は
一
致
し
て
い
る
が
、
旧
約
聖
書
の
文
書
範
囲
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、「
聖
書
」
が
実
際
何
を
指
す
の
か
に
つ
い
て
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
の
間
に
、
根
本
的
な
相
違
が
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
両
者
間
の
「
正
典
性
」
の
理
解
の
相
違
に
由
来
す
る
の
で
あ
る
。
２　
聖
書
の
ブ
ル
ガ
タ
版
の
承
認
と
聖
書
解
釈
の
方
法
に
つ
い
て
ト
リ
エ
ン
ト
公
会
議
（
一
五
四
五
年
︱
一
五
六
三
年
）
に
お
け
る
公
会
議
令
に
以
下
の
条
項
が
あ
る
。
一
五
〇
六　
同
じ
聖
な
る
公
会
議
は
、
聖
書
の
ラ
テ
ン
語
版
す
べ
て
の
中
で
、
ど
れ
を
決
定
版
と
す
べ
き
か
を
決
め
る
こ
と
が
神
の
教
会
に
と
っ
て
非
常
に
有
益
で
あ
る
と
考
え
る
。
何
世
紀
に
も
わ
た
り
教
会
に
お
い
て
使
用
さ
れ
承
認
さ
れ
て
き
た
古
い
ブ
ル
ガ
タ
版
を
公
の
朗
読
、
論
議
、
説
教
、
解
説
に
お
い
て
使
用
す
べ
き
決
定
版
と
み
な
す
こ
と
を
決
定
し
、
宣
言
す
る
。
た
と
え
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
版
を
拒
否
し
よ
う
と
し
た
り
ま
た
は
拒
否
し
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
。
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一
五
〇
七　
さ
ら
に
ま
た
、
勝
手
気
ま
ま
な
意
見
を
抑
制
す
る
た
め
に
、
次
の
こ
と
を
定
め
る
。
す
な
わ
ち
、
誰
一
人
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
に
関
係
が
あ
る
信
仰
と
道
徳
に
つ
い
て
、
自
分
個
人
の
判
断
に
頼
っ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
聖
に
し
て
母
な
る
教
会
が
昔
か
ら
支
持
し
、
今
も
支
持
し
て
い
る
聖
書
の
解
釈
に
反
し
て
、
自
己
流
に
解
釈
し
て
そ
の
意
味
を
曲
げ
て
は
な
ら
な
い
。
聖
書
の
真
の
意
味
と
解
釈
を
判
断
す
る
の
は
教
会
の
職
務
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
た
と
え
そ
れ
が
一
般
に
公
開
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
教
父
た
ち
の
一
致
し
た
意
見
に
反
し
た
聖
書
の
解
釈
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
（
注
釈
）
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
資
料
番
号
一
五
〇
六
に
お
い
て
「
何
世
紀
に
も
わ
た
り
教
会
に
お
い
て
使
用
さ
れ
承
認
さ
れ
て
き
た
古
い
ブ
ル
ガ
タ
版
を
公
の
朗
読
、
論
議
、
説
教
、
解
説
に
お
い
て
使
用
す
べ
き
決
定
版
と
み
な
す
こ
と
を
決
定
し
、
宣
言
す
る
」
と
し
て
い
る
。
即
ち
、
教
会
の
使
徒
的
伝
承
に
基
づ
い
て
形
成
さ
れ
て
き
た
ブ
ル
ガ
タ
版
に
記
載
す
る
全
文
書
を
正
典
と
定
め
、
そ
の
根
拠
と
な
る
「
伝
承
を
軽
視
し
た
り
す
る
も
の
は
排
斥
さ
れ
る
」（
ト
レ
ン
ト
公
会
議
）
と
し
た
。
し
か
し
、
ブ
ル
ガ
タ
版
が
何
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
写
本
が
繰
り
返
さ
れ
た
結
果
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
に
お
い
て
、
本
文
内
容
の
異
な
る
「
ブ
ル
ガ
タ
版
」
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
こ
と
は
神
学
者
達
が
そ
れ
ぞ
れ
の
神
学
を
異
な
っ
た
ブ
ル
ガ
タ
版
に
基
づ
い
て
展
開
し
た
結
果
と
し
て
大
き
な
相
違
が
生
じ
る
こ
と
を
余
儀
な
く
し
た
。
そ
の
た
め
、
遂
に
ブ
ル
ガ
タ
版
の
標
準
化
が
必
要
と
な
っ
た
。
一
二
二
六
年
パ
リ
大
学
で
出
版
さ
れ
た
「
パ
リ
版
」
が
そ
の
結
果
生
ま
れ
た
標
準
版
と
な
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
や
が
て
ル
タ
ー
の
時
代
、
す
な
わ
ち
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
時
代
に
お
い
て
、
聖
書
の
人
文
主
義
的
原
典
批
評
と
言
語
学
的
方
法
に
よ
り
、
欠
陥
だ
ら
け
の
ラ
テ
ン
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語
翻
訳
に
よ
ら
な
い
新
た
な
聖
書
テ
キ
ス
ト
が
要
請
さ
れ
、
そ
の
聖
書
テ
キ
ス
ト
の
改
訂
作
業
の
中
か
ら
、
新
た
な
教
理
上
の
改
革
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る（４）。
人
文
主
義
の
「
源
泉
に
戻
れ
（ad fontes
）」
の
思
想
の
影
響
下
、
ル
タ
ー
達
は
、
旧
約
聖
書
の
正
典
の
範
囲
を
ヘ
ブ
ル
語
原
典
の
旧
約
聖
書
の
文
書
に
限
っ
た
。
ま
た
、
人
文
主
義
の
歴
史
的
、
言
語
学
的
な
聖
書
研
究
に
よ
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
会
制
度
の
す
べ
て
が
正
確
に
聖
書
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
（
伝
統
に
よ
る
）
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ル
タ
ー
は
聖
書
の
「
正
典
性
」
を
、
そ
の
文
書
が
「
キ
リ
ス
ト
を
宣
べ
伝
え
て
い
る
使
徒
性
」
を
基
準
に
考
え
た
。「
キ
リ
ス
ト
を
教
え
て
い
な
い
も
の
は
、
た
と
い
ペ
テ
ロ
や
パ
ウ
ロ
が
教
え
た
に
し
て
も
、
使
徒
的
で
は
な
い
。
他
方
、
キ
リ
ス
ト
を
宣
ベ
伝
え
て
い
る
も
の
は
、
た
と
い
ユ
ダ
、
ア
ン
ナ
ス
、
ビ
ラ
ト
ク
ス
あ
る
い
は
へ
ロ
デ
が
そ
れ
を
な
し
た
に
し
て
も
、
使
徒
的
で
あ
る
（
ル
タ
ー
『
九
月
聖
書
』
一
五
二
二
年
、
ヤ
コ
ブ
の
手
紙
へ
の
序
文
）」。
こ
の
よ
う
な
ル
タ
ー
の
「
キ
リ
ス
ト
論
的
基
準
」
か
ら
見
る
と
、
ヘ
ブ
ル
人
へ
の
手
紙
、
ヤ
コ
ブ
の
手
紙
、
ユ
ダ
の
手
紙
、
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
の
四
書
を
正
典
と
す
る
こ
と
に
、
当
初
は
批
判
的
だ
っ
た
。
更
に
ま
た
資
料
番
号
一
五
〇
七
に
は
、「
聖
書
の
真
の
意
味
と
解
釈
を
判
断
す
る
の
は
教
会
の
職
務
で
あ
る
」
と
し
、「
た
と
え
そ
れ
が
一
般
に
公
開
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
教
父
た
ち
の
一
致
し
た
意
見
に
反
し
た
聖
書
の
解
釈
を
し
て
は
な
ら
な
い
。」
と
い
う
、
聖
書
の
学
問
的
研
究
に
対
し
て
大
き
な
制
約
が
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
お
い
て
は
、
聖
書
を
正
典
と
し
て
決
定
し
た
の
は
教
会
で
あ
る
故
に
、
聖
書
の
権
威
は
、
聖
書
を
決
定
し
た
教
会
の
権
威
に
基
づ
く
と
し
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
伝
統
は
教
役
者
の
権
威
を
そ
の
役
職
自
体
に
基
礎
づ
け
、
司
教
の
役
職
と
使
徒
時
代
と
の
「
歴
史
的
」
連
続
性
（
使
徒
継
承
）
を
強
調
し
た
。
80
し
か
し
、
教
会
が
定
め
た
聖
書
の
内
容
の
真
理
性
が
不
正
確
な
翻
訳
に
よ
っ
て
信
頼
性
が
揺
ら
い
だ
と
い
う
認
識
が
生
ま
れ
た
時
、「
源
泉
に
帰
れ
（
ア
ド　
フ
ォ
ン
テ
ス
）」
の
精
神
に
基
づ
い
た
人
間
の
精
神
は
、
ギ
リ
シ
ア
語
原
典
や
ヘ
ブ
ル
語
原
典
に
基
づ
く
新
た
な
翻
訳
に
よ
る
聖
書
と
い
う
「
新
し
い
革
袋
」
出
現
を
見
た
の
だ
が
、
そ
の
革
袋
に
入
る
の
は
、「
聖
書
の
み
の
真
理
性
」
と
い
う
「
新
し
い
酒
」
で
あ
っ
た
の
だ
。
「
聖
書
の
みsola scriptura
」
と
い
う
言
葉
は
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
と
実
践
に
関
し
て
は
聖
書
以
外
の
ど
の
よ
う
な
源
泉
も
参
照
す
る
必
要
が
な
い
と
い
う
宗
教
改
革
的
確
信
の
表
現
で
あ
る
。「
聖
書
が
聖
書
を
解
釈
す
る
」
の
で
あ
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
お
い
て
は
、
聖
書
を
正
典
と
し
て
決
定
し
た
の
は
教
会
で
あ
る
故
に
、「
聖
書
の
権
威
」
に
並
ん
で
、
そ
の
「
教
会
の
伝
統
」
が
聖
書
の
権
威
の
源
泉
で
あ
る
と
し
た
。
正
典
は
教
会
の
伝
承
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
し
、
そ
れ
ゆ
え
正
典
の
承
認
は
第
二
の
信
仰
の
源
泉
と
し
て
の
伝
承
の
承
認
を
暗
に
含
ん
で
い
る
の
だ
か
ら
、
宗
教
改
革
者
の
「
聖
書
の
み
」
は
自
己
矛
盾
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
「
教
会
で
は
な
く
、
む
し
ろ
教
会
を
基
礎
づ
け
、
支
配
す
る
啓
示
そ
の
も
の
」
が
、「
決
し
て
他
の
も
の
で
は
な
く
、
ま
さ
に
こ
の
証
言
を
、
啓
示
の
証
言
と
し
て
、
し
た
が
っ
て
教
会
に
と
っ
て
正
典
と
し
て
証
し
す
る
の
で
あ
る
（
Ｋ
・
バ
ル
ト
）」、
あ
る
い
は
、「
も
し
教
会
が
正
典
を
権
威
づ
け
る
な
ら
、
正
典
は
、
教
会
の
正
典
、
す
な
わ
ち
正
当
な
規
準
で
あ
る
こ
と
を
や
め
る
で
あ
ろ
う
。
正
典
自
身
、
自
ら
を
権
威
づ
け
る
。（
Ｏ
・
ク
ル
マ
ン
」
等
と
主
張
す
る
。
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３　
印
刷
許
可
に
つ
い
て
（
検
閲
と
認
可
及
び
禁
書
に
つ
い
て
）
ト
リ
エ
ン
ト
公
会
議
（
一
五
四
五
年
︱
一
五
六
三
年
）
に
お
け
る
公
会
議
令
（
資
料
番
号
一
五
〇
八
）
の
条
項
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
一
五
〇
八　
誰
も
著
者
の
名
前
の
な
い
、
聖
な
る
教
理
を
取
り
扱
っ
た
書
物
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
て
も
印
刷
し
、
あ
る
い
は
出
版
し
た
こ
と
は
合
法
的
で
な
い
し
、
あ
る
い
は
将
来
そ
れ
ら
を
販
売
し
、
あ
る
い
は
所
有
す
る
こ
と
は
、
あ
ら
か
じ
め
ま
ず
検
閲
さ
れ
、
認
可
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
合
法
的
で
な
い
。
…
…
そ
の
よ
う
な
本
の
認
可
は
文
書
で
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
書
物
の
冒
頭
に
適
切
に
示
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
注
釈
）
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、
ト
リ
エ
ン
ト
公
会
議
で
決
定
さ
れ
た
教
令
（
資
料
番
号
一
五
〇
七
）
に
あ
る
よ
う
に
、
聖
書
解
釈
権
は
教
会
に
あ
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
聖
書
解
釈
に
反
す
る
解
釈
は
排
斥
さ
れ
る
と
し
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
伝
統
的
解
釈
に
反
す
る
聖
書
解
釈
を
事
実
上
禁
じ
て
い
た
。
二
〇
世
紀
の
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
に
至
っ
て
こ
の
教
令
は
よ
う
や
く
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
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五　
聖
書
の
解
釈
権
者
に
つ
い
て
中
世
の
教
会
に
お
い
て
使
わ
れ
た
聖
書
解
釈
の
方
法
は
普
通Q
uadriga
ク
ワ
ド
リ
ー
ガ
（
聖
書
の
四
重
の
意
味
）
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
聖
書
の
四
重
の
意
味
（
古
代
ギ
リ
シ
ア
ロ
ー
マ
時
代
のQ
uadriga
四
頭
立
て
二
輪
馬
車
の
戦
車
）」
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
は
ス
コ
ラ
神
学
に
よ
る
中
世
の
教
会
の
伝
統
的
な
聖
書
解
釈
法
で
、
そ
の
根
本
原
理
は
、
一
つ
の
聖
書
の
文
言
か
ら
①
字
義
通
り
の
意
味
、
②
寓
意
的
（
ア
レ
ゴ
リ
ー
）
あ
る
い
は
比
喩
的
意
味
（
教
理
上
の
言
明
と
な
る
解
釈
）
③
転
義
的
あ
る
い
は
道
徳
的
意
味
（
倫
理
的
指
針
を
与
え
る
解
釈
）
④
神
秘
的
意
味
（
キ
リ
ス
ト
教
的
希
望
を
暗
示
す
る
解
釈
）
の
四
つ
の
意
味
を
取
り
出
す
解
釈
法
で
あ
る
。
こ
れ
に
更
に
「
文
字
（
殺
す
）
と
霊
的
（
生
か
す
）」
と
い
う
区
分
が
加
わ
る
。
例
え
ば
、
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
方
式
で
は
①
を
「
文
字
（
殺
す
）」
と
低
く
評
価
し
、
②
③
④
を
「
霊
的
（
生
か
す
）」
解
釈
と
し
て
尊
重
す
る
。
ル
タ
ー
も
こ
の
解
釈
法
に
習
熟
し
、
ト
マ
ス
と
は
異
な
り
、
上
記
四
通
り
の
意
味
の
そ
れ
ぞ
れ
を
「
殺
す
文
字
」
と
「
命
を
与
え
る
霊
」
に
よ
る
区
分
に
分
け
、
計
八
つ
の
枠
組
で
詩
篇
の
解
釈
を
し
た
。
例
え
ば
「
シ
オ
ン
の
山
」
は
、
ａ
歴
史
的
に
、「
殺
す
文
字
」
に
従
っ
て
解
釈
す
る
と
①
文
字
通
り　
カ
ナ
ン
の
地
②
寓
意
的
に　
ユ
ダ
ヤ
会
堂
又
は
そ
の
重
要
人
物
③
転
義
的
に　
フ
ァ
リ
サ
イ
派
の
義
と
律
法
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④
神
秘
的
に　
地
上
に
お
け
る
未
来
の
栄
光　
と
い
う
四
通
り
の
意
味
が
あ
る
。
ｂ
預
言
的
に
「
命
を
与
え
る
霊
」
に
従
っ
て
解
釈
す
る
と
①
字
義
通
り　
シ
オ
ン
の
民
②
寓
意
的
に　
教
会
あ
る
い
は
そ
の
重
要
人
物
③
転
義
的
に　
信
仰
の
義
④
神
秘
的
に　
天
に
お
け
る
永
遠
の
栄
光　
と
い
う
四
通
り
の
意
味
が
あ
る（５）。
と
い
っ
た
風
に
一
つ
の
語
句
か
ら
新
た
に
八
通
り
の
意
味
や
イ
メ
ー
ジ
を
引
き
出
す
こ
と
が
出
来
た
。
ル
タ
ー
は
こ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
聖
書
解
釈
を
学
び
、
そ
の
ス
コ
ラ
的
解
釈
方
法
に
よ
っ
て
、
当
初
は
詩
篇
を
解
釈
、
講
義
し
た
が
、
や
が
て
聖
書
の
解
釈
に
お
け
る
「
キ
リ
ス
ト
論
的
解
釈
」
方
法
に
至
る
の
で
あ
る
。
ル
タ
ー
は
、
聖
書
が
誰
も
が
読
め
る
言
語
に
翻
訳
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
誰
も
が
聖
書
解
釈
権
を
持
つ
と
共
に
、
誰
も
が
正
し
い
聖
書
解
釈
に
至
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
、
新
約
・
旧
約
の
全
書
を
翻
訳
し
た
。（
し
か
し
、
宗
教
改
革
が
進
む
と
、
聖
書
に
お
け
る
聖
餐
の
文
言
の
解
釈
の
妥
協
し
が
た
い
不
一
致
や
農
民
戦
争
時
の
農
民
達
の
聖
書
解
釈
が
自
ら
の
解
釈
と
は
異
な
る
と
い
う
事
実
に
直
面
し
た
。）
こ
れ
に
対
し
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
解
釈
権
は
教
会
の
み
に
あ
る
と
し
た
結
果
、
教
会
内
で
の
異
な
る
聖
書
理
解
の
存
在
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
中
世
の
ス
コ
ラ
的
四
重
義
解
釈
法
は
、
や
が
て
多
く
の
解
釈
者
の
場
合
、「
字
義
通
り
の
意
味
」
を
「
殺
す
文
字
」
と
し
て
尊
重
す
る
こ
と
を
し
な
く
な
り
、
主
と
し
て
「
転
義
的
、
道
徳
的
な
意
味
」
を
「
霊
的
な
命
を
生
か
す
意
味
」
と
し
て
84
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
ル
タ
ー
は
あ
く
ま
で
も
「
文
字
的
歴
史
的
意
味
」
こ
そ
四
つ
の
意
味
の
中
で
最
も
重
視
す
べ
き
と
し
て
い
る
、
な
ぜ
な
ら
彼
は
、
聖
書
の
文
言
は
全
て
「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
呼
び
か
け
の
言
葉
」
で
あ
る
と
理
解
す
る
解
釈
原
理
に
至
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
後
の
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
会
談
で
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
が
「
こ
れ
は
私
の
体
で
あ
る
」
と
い
う
聖
書
の
語
句
に
つ
い
て
「
私
の
体
」
を
「
象
徴
」
と
し
て
理
解
し
、
こ
れ
を
「
転
義
的
、
道
徳
的
に
わ
き
ま
え
る
」
こ
と
を
重
視
し
た
の
に
対
し
、
ル
タ
ー
は
、
キ
リ
ス
ト
が
「
私
の
体
」
と
言
わ
れ
て
い
る
以
上
、
そ
れ
は
「
文
字
通
り
」
キ
リ
ス
ト
の
体
で
あ
る
、
と
説
く
所
に
も
現
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ル
タ
ー
に
と
っ
て
、
詩
篇
講
義
を
進
め
る
中
で
、
当
初
最
も
大
き
な
ア
ポ
リ
ア
と
な
っ
た
の
が
詩
三
一
篇
一
節
及
び
七
一
篇
二
節
の
文
言
「
あ
な
た
（
神
）
の
義
を
も
っ
て
わ
た
し
を
助
け
…
…
（
口
語
訳
）」
の
文
言
の
理
解
の
問
題
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。
従
来
の
教
会
の
通
念
で
あ
っ
た
「
神
の
義
」
の
法
廷
的
理
解
に
よ
れ
ば
、「
神
の
義
」
は
「
神
の
正
義
」
即
ち
「
罪
人
を
罰
す
る
神
の
義
」
に
他
な
ら
ず
、
そ
の
「
神
の
正
義
」
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
し
て
「
罪
人
（
義
人
は
一
人
も
い
な
い
）」
が
助
け
ら
れ
る
に
至
る
の
か
と
い
う
問
題
が
ル
タ
ー
に
と
っ
て
大
き
な
謎
で
あ
り
関
門
だ
っ
た
。
そ
の
文
言
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
の
内
実
と
の
取
り
組
み
が
ロ
ー
マ
一
章
一
七
節
の
「
神
の
義
」
の
理
解
へ
と
つ
な
が
り
、
遂
に
こ
こ
で
の
「
神
の
義
」
と
は
、
神
の
「
法
廷
的
な
裁
き
の
義
」
で
は
な
く
、「
キ
リ
ス
ト
の
（
恵
み
の
）
義
」
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
新
た
な
理
解
に
達
し
た
の
で
あ
る
。
因
み
に
、
新
共
同
訳
聖
書
で
は
、
こ
れ
ら
の
文
言
は
「
恵
み
の
御
業
に
よ
っ
て
助
け
…
…
。（
詩
三
一
２
、
詩
七
一
２
）」
と
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
こ
の
文
言
で
の
「
神
の
義
」
を
「
神
の
恵
み
の
義
」
と
理
解
す
る
、
ル
タ
ー
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
明
ら
か
に
さ
れ
た
「
宗
教
改
革
的
理
解
」
を
前
提
と
し
て
い
る
解
釈
の
結
果
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
翻
訳
（
し
す
ぎ
）
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ル
タ
ー
が
な
ぜ
、
こ
の
文
言
の
理
解
に
つ
い
て
苦
闘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
が
却
っ
て
理
解
困
難
に
な
っ
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て
し
ま
う
と
い
う
恐
れ
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
、
聖
書
協
会
共
同
訳
（
二
〇
一
八
年
）
は
、
こ
の
聖
書
箇
所
を
「
あ
な
た
の
正
義
に
よ
っ
て
…
…
」
と
、
以
前
の
口
語
訳
に
近
い
訳
に
し
て
い
る
。
六　
ル
タ
ー
の
聖
書
観
第
一
回
詩
篇
講
義
（
一
五
一
三
年
）、
ロ
ー
マ
書
講
義
（
一
五
一
五
年
）、
そ
し
て
第
二
回
詩
篇
講
義
（
一
五
一
八
年
）
の
中
で
、
ル
タ
ー
は
聖
書
の
解
釈
に
お
い
て
「
キ
リ
ス
ト
論
的
解
釈
」
原
理
を
確
立
し
た
。
一
言
で
言
え
ば
、
ル
タ
ー
の
聖
書
観
で
は
、
書
か
れ
た
文
字
で
あ
る
聖
書
を
「
キ
リ
ス
ト
の
私
へ
の
呼
び
か
け
」
と
し
て
受
け
と
め
る
。
そ
う
す
る
と
旧
新
約
両
聖
書
を
通
じ
て
至
る
所
に
キ
リ
ス
ト
の
受
難
と
十
字
架
が
記
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
。
そ
の
結
果
、「
我
々
は
聖
パ
ウ
ロ
と
共
に
『
わ
た
し
た
ち
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
、
こ
の
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
た
方
以
外
に
は
何
も
知
ら
な
い
』
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
「
十
字
架
の
神
学
」
に
至
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
語
ら
れ
る
こ
と
ば
」
と
「
書
か
れ
た
こ
と
ば
」
の
区
別
が
ル
タ
ー
に
お
い
て
は
、
重
要
で
あ
る
。「
福
音
は
説
教
す
な
わ
ち
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
そ
の
死
を
媒
介
に
し
て
手
に
入
れ
、
も
た
ら
し
て
く
だ
さ
っ
た
神
の
恵
み
と
あ
わ
れ
み
に
つ
い
て
語
る
こ
と
の
ほ
か
何
も
の
を
も
意
味
し
て
い
な
い
」。「
福
音
は
実
際
に
は
、
文
書
で
は
な
く
て
語
ら
れ
る
こ
と
ば
で
あ
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
が
文
字
を
書
か
な
い
で
語
る
こ
と
だ
け
を
な
さ
っ
た
よ
う
に
、
聖
書
の
内
容
を
述
べ
る
の
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
は
ご
自
身
の
教
え
を
聖
書
と
よ
ば
ず
、
福
音
す
な
わ
ち
、
良
き
お
と
ず
れ
、
あ
る
い
は
宣
教
と
呼
び
た
も
う
た
の
で
あ
る
。
86
こ
れ
が
ペ
ン
を
も
っ
て
で
は
な
く
、
口
を
も
っ
て
述
べ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
理
由
で
あ
る
」。「
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
に
お
い
て
、
聖
書
は
生
け
る
神
に
よ
っ
て
、
今
日
我
々
に
語
ら
れ
る
現
実
で
現
時
点
で
の
み
こ
と
ば
と
し
て
聞
か
れ
る
。
こ
の
神
は
、
キ
リ
ス
ト
に
お
い
て
我
々
に
釆
た
ま
い
、
キ
リ
ス
ト
を
媒
介
と
し
て
我
々
の
中
で
悪
を
克
服
し
、
罪
の
ゆ
る
し
と
、
永
遠
の
い
の
ち
と
、
救
い
と
を
我
々
に
与
え
る
た
め
に
働
き
た
も
う
。
神
の
み
こ
と
ば
は
聖
書
の
な
か
に
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
説
教
と
し
て
、
宣
教
と
し
て
我
々
に
語
ら
れ
る
と
き
、
我
々
に
と
っ
て
我
々
と
同
時
代
の
も
の
と
な
り
、
働
き
の
あ
る
も
の
と
な
る（６）」。
七　
そ
の
後
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
聖
書
観
の
変
遷
ル
タ
ー
の
死（
一
五
四
六
年
）の
前
年
、カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
ト
リ
エ
ン
ト
公
会
議（
一
五
四
五
年
︱
一
五
六
三
年
）が
開
始
さ
れ
、
そ
の
中
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
聖
書
観
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
が
、
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
う
ち
、
何
が
不
変
で
あ
り
、
何
が
変
え
ら
れ
た
の
か
。
終
わ
り
に
そ
の
こ
と
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
の
「
神
の
啓
示
に
関
す
る
教
義
憲
章（７）」
は
聖
伝
と
聖
書
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
１　
聖
伝
と
聖
書
の
相
互
関
係
八
八
五　
聖
伝
と
聖
書
と
は
互
い
に
密
に
結
び
つ
き
、
通
じ
合
っ
て
い
る
。
…
…
し
た
が
っ
て
、
教
会
が
、
啓
示
さ
れ
た
す
べ
て
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の
こ
と
に
つ
い
て
確
信
を
得
る
の
は
聖
書
だ
け
か
ら
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
両
者
は
等
し
く
敬
虔
な
心
と
尊
敬
の
念
を
も
っ
て
受
容
さ
れ
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
注
釈
）
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
啓
示
の
源
泉
と
し
て
聖
書
と
伝
承
と
い
う
二
元
論
的
立
場
に
あ
る
こ
と
は
、
ト
リ
エ
ン
ト
公
会
議
か
ら
み
て
も
、
全
く
変
わ
り
が
な
い
。
２　
聖
伝
と
聖
書
の
全
教
会
な
ら
び
に
教
導
職
と
の
関
係
八
八
六　
書
か
れ
た
神
の
こ
と
ば
や
伝
承
さ
れ
た
神
の
こ
と
ば
を
正
し
く
解
釈
す
る
任
務
は
、
た
だ
教
会
の
生
き
た
教
導
職
の
み
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
権
威
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
名
に
お
い
て
行
使
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
教
導
職
は
神
の
こ
と
ば
の
上
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
に
奉
仕
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
伝
承
さ
れ
た
も
の
だ
け
を
教
え
る
。
（
注
釈
）
聖
書
の
解
釈
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
お
い
て
は
、
教
導
職
が
そ
の
正
当
な
権
威
と
任
務
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
教
導
職
は
神
の
こ
と
ば
に
奉
仕
す
る
も
の
で
あ
り
、
自
己
の
解
釈
に
よ
ら
な
い
で
、
伝
承
さ
れ
た
も
の
を
教
え
る
と
い
う
責
任
を
有
し
て
い
る
。
こ
れ
も
基
本
的
に
は
、
ト
リ
エ
ン
ト
公
会
議
と
変
わ
ら
な
い
。
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３　
適
切
な
翻
訳
九
〇
五　
聖
書
に
近
づ
く
門
戸
は
、
キ
リ
ス
ト
信
者
に
広
く
開
か
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
神
の
こ
と
ば
は
い
つ
の
時
代
に
も
自
由
に
生
か
す
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
教
会
は
母
の
気
遣
い
を
も
っ
て
、
と
く
に
聖
書
の
本
文
に
基
づ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
言
語
に
適
切
で
正
確
な
翻
訳
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
配
慮
す
る
の
で
あ
る
。
（
注
釈
）
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、
そ
れ
ま
で
、
聖
書
の
本
文
は
、
世
界
中
ど
こ
で
も
ラ
テ
ン
語
の
ブ
ル
ガ
タ
版
を
用
い
て
い
た
が
、
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
以
降
、
各
国
語
に
よ
る
翻
訳
を
認
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
４　
聖
書
研
究
の
自
由
に
つ
い
て
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
以
前
の
こ
と
だ
が
、
教
皇
ピ
ウ
ス
一
二
世
の
「
回
勅D
ivino affl
ante Spiritu
（
一
九
四
三
年
九
月
三
〇
日
）」
が
出
さ
れ
た（８）。
【
聖
書
の
学
問
的
研
究
の
自
由
】
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三
八
三
一　
人
間
の
知
識
は
す
べ
て
、
た
と
え
そ
れ
が
神
に
関
す
る
こ
と
で
な
く
て
も
、
神
の
無
限
の
知
識
に
参
与
す
る
有
限
の
知
識
で
あ
る
た
め
、
固
有
の
す
ば
ら
し
さ
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
人
間
の
知
識
が
、
神
に
関
す
る
こ
と
が
ら
を
よ
り
よ
く
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
使
わ
れ
る
な
ら
ば
、
さ
ら
に
新
し
い
そ
し
て
高
い
す
ば
ら
し
さ
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
い
わ
ば
聖
別
さ
れ
る
。
…
…
自
分
が
取
扱
っ
て
い
る
主
題
を
積
極
的
に
熱
愛
し
、
聖
に
し
て
母
で
あ
る
教
会
に
献
身
的
な
カ
ト
リ
ッ
ク
の
注
釈
家
は
、
今
ま
で
に
解
決
で
き
て
い
な
い
困
難
な
諸
問
題
に
繰
返
し
て
取
組
む
こ
と
を
決
し
て
思
止
っ
て
は
な
ら
な
い
。
反
対
者
の
反
論
を
論
破
す
る
だ
け
で
な
く
、
…
…
他
の
学
問
の
確
か
な
結
論
と
完
全
に
一
致
す
る
解
答
を
見
い
だ
す
よ
う
に
努
め
な
け
れ
は
な
ら
な
い
。
教
会
の
子
た
ち
ほ
、
こ
の
よ
う
に
…
…
熱
心
な
学
者
た
ち
の
努
カ
を
公
平
と
正
義
に
基
づ
い
て
、
ま
た
最
大
の
愛
を
も
っ
て
判
断
す
る
よ
う
に
心
が
け
る
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
す
べ
て
の
新
し
い
も
の
に
対
し
て
、
そ
れ
が
新
し
い
か
ら
と
い
う
理
由
で
、
反
対
し
た
り
疑
っ
た
り
す
る
過
度
の
熱
意
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
（
注
釈
）
二
〇
世
紀
に
至
っ
て
、
よ
う
や
く
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
も
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
同
様
に
、
聖
書
に
対
し
て
、
自
由
な
学
問
的
研
究
の
対
象
と
し
て
も
認
め
る
と
い
う
、
と
い
う
聖
書
観
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
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注
（
１
）
拙
論
「
ル
タ
ー
と
農
民
戦
争
」
宣
教
ビ
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
紀
要
『
教
会
と
宣
教
』
第
23
号
、
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
東
教
区
、
二
〇
一
七
年
、
四
九
頁
以
下
。
（
２
）『
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
公
文
書　
改
訂
公
式
訳
』
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
、
二
〇
一
三
年
、
所
収
。
（
３
）
デ
ン
ツ
ィ
ン
ガ
ー
編
、
シ
ェ
ー
ン
メ
ッ
ツ
ァ
ー
増
補
改
訂
『
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
文
書
資
料
集
』
Ａ
・
ジ
ン
マ
ー
マ
ン
監
修
、
浜
寛
五
郎
訳
、
エ
ン
デ
ル
レ
書
店
、
一
九
七
四
年
、
所
収
。
（
４
）
Ａ
・
Ｅ
・
マ
ク
グ
ラ
ス
『
宗
教
改
革
の
思
想
』
高
柳
俊
一
訳
、
教
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
八
九
頁
以
下
。
（
５
）
前
掲
『
宗
教
改
革
の
思
想
』、
二
〇
三
頁
以
下
。
（
６
）
Ｗ
・
Ｊ
・
コ
ー
イ
マ
ン
『
ル
タ
ー
と
聖
書
』（
ル
タ
ー
神
学
研
究
双
書
７
）
岸
千
年
訳
、
聖
文
舎
、
一
九
七
一
年
、
二
九
八
︱
二
九
九
頁
。
（
７
）
前
掲
『
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
公
文
書　
改
訂
公
式
訳
』、
所
収
。
（
８
）
前
掲
『
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
文
書
資
料
集
』、
所
収
。
